
 

3) 騒音 

(1) 環境騒音 

対象事業実施区域周辺において、環境騒音の測定はされていない。 

 

(2) 道路交通騒音 

対象事業実施区域周辺における道路交通騒音の測定は、令和 4 年度に図 3.2.1-5 に示す地点で

実施されており、その測定結果は表 3.2.1-8 に示すとおりである。 

点的評価では、一般国道 17 号の２地点及び県道さいたま菖蒲線ともに、昼間、夜間ともに環境

基準を超過していた。 

また、面的評価の調査地点では、一般国道 17 号で夜間に環境基準を超過していた。 

 

表 3.2.1-8（1/2） 道路交通騒音の状況（点的評価） 

路線名 番号 測定地点の住所

環
境
基
準
類
型

車
線
数 

等価騒音レベル(dB) 
環境基準

適合状況

昼間
環境基準

達成 
夜間 

環境基準 

達成 

一般国道 17 号 ①
上尾市 

上町 2－14－19 
B 4 71 × 72 × × 

一般国道 17 号 ② 桶川市北 1-25-23 C 4 71 × 71 × × 

県道さいたま菖蒲線 ③
上尾市 

原市 4169-3 
B 4 71 × 68 × × 

注：1.番号は図 3.2.1-5 中の番号と対応している。   

   2.いずれの地点も「幹線交通を担う道路に近接する空間」の環境基準（昼間 70dB、夜間 65dB） 

    が適用される。 

   3.「環境基準達成」欄の「○」は、環境基準を達成していること、「×」は環境基準を達成し 

    ていないことを示す。 

出典：「令和 4年度 自動車交通騒音・道路交通振動実態調査結果」（令和 6年 4 月 埼玉県環境部）
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表 3.2.1-8（2/2） 道路交通騒音の状況（面的評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 公害苦情の状況 

公害種類別苦情件数のうち、騒音に係る苦情の件数は、表 3.2.1-9 に示すとおりであり、上尾

市では増加の傾向にあり、伊奈町では同程度で推移している。 

 

表 3.2.1-9 苦情の件数（騒音） 

区分 H29 H30 R1 R2 R3 

上尾市 31 34 40 39 47 

伊奈町 － 3 4 3 3 

注：上尾市は年度（4 月～翌年 3 月）での集計結果を示し、伊奈町
は年（1 月～12 月）での 集計結果を示している。 

出典：統計あげお 令和 4年版（上尾市 HP） 

統計いな（伊奈町 HP） 

  

評
価
区
間
の
延
長

評
価
対
象
住
居
等
戸
数
（

戸
）

昼
間
・
夜
間
と
も
基
準
値
以
下
（

戸
）

昼
間
の
み
基
準
値
以
下
（

戸
）

夜
間
の
み
基
準
値
以
下
（

戸
）

昼
間
・
夜
間
と
も
基
準
値
超
過
（

戸
）

No. 道路名 始点 終点 (km) 昼間 夜間

❶ 県道上尾・蓮田線 伊奈町栄 伊奈町小室 0.3 65 61 88 88 0 0 0

❷ 県道蓮田鴻巣線 伊奈町寿 伊奈町寿 0.5 68 64 86 86 0 0 0

❸ 一般国道17号 上尾市東町2丁目 上尾市上 3.8 69 69 1,353 1,174 179 0 0

❹ 県道さいたま菖蒲線 上尾市原市 上尾市原市 1.5 63 57 466 466 0 0 0

❺ 県道上尾久喜線 上尾市菅谷 上尾市菅谷 0.7 69 64 23 23 0 0 0

❻ 県道上尾蓮田線 上尾市本町3丁目 上尾市平塚 2.1 68 63 515 477 36 0 2

❼ 県道蓮田鴻巣線 上尾市須ケ谷1丁目 上尾市須ケ谷3丁目 0.6 68 64 13 13 0 0 0

❽ 県道上尾環状線 上尾市原市 上尾市東町2丁目 1.1 65 64 194 192 2 0 0

出典：「令和4年度　自動車交通騒音・道路交通振動実態調査結果」（令和6年4月　埼玉県環境部）

評価区間

測
定
地
点
に
お
け
る
等
価
騒
音
レ
ベ
ル

(

㏈

)

評価対象道路

注：網掛け部は適用される環境基準（「幹線交通を担う道路に近接する空間」（昼間70dB、夜間65dB））を超過していることを示す。
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蓮田鴻巣線
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（上尾道路）

一般国道16号
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一般国道468号

一般国道17号

図3.2.1-5　騒音調査地点図3.2.1-5　騒音調査地点

：主な搬出入道路
　（破線部分は計画道路を示す。）

：国道 ：主要地方道

：一般都道府県・指定市の一般市道

：対象事業実施区域

：市町界

：騒音調査地点
（①～③は表3.2.1-8(1/2)の番号を示す）

：騒音調査地点（面的評価区間）
（●～●は表3.2.1-8(2/2)の番号を示す）1 8

●1

●2

●7
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●4
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●8
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2000m

Ｓ＝1:50,000
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N

この地図は、国土地理院発行の電子地図2万5千分の1を使用したものである。

3-71



 

4) 振動 

(1) 環境振動 

対象事業実施区域周辺において、環境振動の調査は行われていない。 

 

(2) 道路交通振動 

対象事業実施区域周辺における道路交通振動の測定は、令和 4 年度に道路交通騒音と同様の地

点（図 3.2.1-5 参照）で実施されており、その測定結果は表 3.2.1-10 に示すとおりであり、全て

の地点で昼間、夜間ともに要請限度を達成していた。 

 

表 3.2.1-10 道路交通振動の状況 

路線名 番号 測定地点の住所 区域区分 車線数
時間 

区分 

振動 

レベル

(dB) 

要請限度

達成 

一般国道 17 号 ① 
上尾市 

上町 2－14－19 
第 1 種区域 4 

昼間 54 〇 

夜間 56 〇 

一般国道 17 号 ② 
桶川市 

北 1-25-23 
第 2 種区域 4 

昼間 56 〇 

夜間 56 〇 

県道 

さいたま菖蒲線 
③ 

上尾市 

原市 4169 
第 1 種区域 4 

昼間 48 〇 

夜間 41 〇 

注：1.番号は図 3.2.1-5 中の番号と対応している。   

   2.要請限度は区域区分に示す第 1種区域（昼間 65dB、夜間 60dB）、第 2種区域（昼間 70dB、夜間 65dB）が適

用される。 

   3.「要請限度達成」欄の「○」は、要請限度を達成していることを示す。 

出典：「令和 4年度 自動車交通騒音・道路交通振動実態調査結果」（令和 6年 4 月 埼玉県環境部）

 

(2) 公害苦情の状況 

公害種類別苦情件数のうち、振動に係る苦情の件数は、表 3.2.1-11 に示すとおりであり、上尾

市では令和 2 年度に大きく増加しており、伊奈町では平成 29 年に 7 件の苦情があったが、それ以

降はほとんどない状況である。 

 

表 3.2.1-11 苦情の件数（振動） 

区分 H29 H30 R1 R2 R3 

上尾市 2 6 5 14 8 

伊奈町 7 － － 1 － 

注：上尾市は年度（4 月～翌年 3 月）での集計結果を示し、伊奈町
は年（1 月～12 月）での 集計結果を示している。 

出典：統計あげお 令和 4年版（上尾市 HP） 

統計いな（伊奈町 HP） 
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5) 悪臭 

(1) 悪臭の状況 

対象事業実施区域周辺において、悪臭の調査は行われていない。 

 

(2) 公害苦情の状況 

公害種類別苦情件数のうち、悪臭に係る苦情の件数は、表 3.2.1-12 に示すとおりであり、上尾

市、伊奈町ともに苦情件数は増減を繰り返している。 

 

表 3.2.1-12 苦情の件数（悪臭） 

区分 H29 H30 R1 R2 R3 

上尾市 27 15 24 20 52 

伊奈町 － 1 3 1 1 

注：上尾市は年度（4 月～翌年 3 月）での集計結果を示し、伊奈町
は年（1 月～12 月）での 集計結果を示している。 

出典：統計あげお 令和 4年版（上尾市 HP） 

統計いな（伊奈町 HP） 
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2.2 水象、水質、水底の底質その他の水に係る環境の状況 

1) 水象 

対象事業実施区域周辺の河川の状況は図 3.2.2-1 に示すとおりである。 

上尾市には、市境の西側を荒川が流れ、東側を原市沼川、綾瀬川が流れており、市中心部を鴨

川、芝川が並行して流れている。 

一方、対象事業実施区域が位置する伊奈町には、町境の東側を綾瀬川が流れ、西側を原市沼川

が流れている。 

対象事業実施区域は原市沼川に隣接して位置している。 

隣接する原市沼川の対象事業実施区域の上流約 0.7kｍの上平橋と下流約 3.5 ㎞の境川の流量は

表 3.2.2-1 に示すとおりである。 

また、伊奈町における過去の浸水実績は図 3.2.2-2 に示すとおりであり、対象事業実施区域の

一部は過去に浸水の実績が確認される。 

 

表 3.2.2-1 原市沼川および綾瀬川の流量 

単位：m3/S 

区分 
原市沼川上流（上平橋） 原市沼川下流（境橋） 

調査結果 平均値 75%値 調査結果 平均値 75%値 

R4 年度 

R4.6 0.050 

0.030 0.020 

0.160

0.120 0.080 
R4.7 0.040 0.080

R4.10 0.020 0.180

R5.1 0.010 0.050

R3 年度 

R3.6 0.020 

0.040 0.020 

0.050

0.090 0.060 
R3.7 0.090 0.100

R3.10 0.020 0.150

R4.1 0.020 0.060

R2 年度 

R2.6 0.029 

0.062 0.050 

0.061

0.260 0.170 
R2.7 0.088 0.345

R2.10 0.050 0.470

R3.1 0.080 0.170

H31 年度 

R1.6 0.010 

0.017 0.015 

0.080

0.120 0.120 
R1.7 0.020 0.150

R1.10 0.015 0.128

R2.1 0.022 0.120

H29 年度 

H29.6 0.010 

0.011 0.010 

- 

0.063 - 
H29.7 0.010 0.110

H29.10 0.010 0.020

H30.1 0.015 0.060

注：「75％値」は各年度の多い順から 75％に相当する流量を示す。 

出典：各年度上尾市環境年次報告書 
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：市町界

：対象事業実施区域

凡例

図3.2.2-1 対象事業実施区域周辺の河川図3.2.2-1 対象事業実施区域周辺の河川
　　　及び水質調査地点の位置　　　及び水質調査地点の位置
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：水質調査地点
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この地図は、国土地理院発行の電子地図2万5千分の1を使用したものである。
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出典：基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成 

伊奈町洪水ハザードマップ（令和 5（2023）年 4 月改訂）及び  

伊奈町内水ハザードマップ（平成 26（2014）年 4 月から令和 3（2021）年 11 月）を基に作成 

図 3.2.2-2 浸水実績の状況（伊奈町） 
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2) 水質 

(1) 水質の状況 

対象事業実施区域に隣接する原市沼川及び原市沼川が流入する綾瀬川において、上尾市及び伊

奈町で調査が実施されている。 

水質調査地点は図 3.2.2-1 に示すとおりである。 

令和 4 年度に実施された水質調査結果は表 3.2.2-2 に上尾市での調査結果を、表 3.2.2-3 に伊

奈町での調査結果を示す。環境基準が適用されている綾瀬川ではいずれの地点も、環境基準（Ｃ

類型）を満足している。 

 

表 3.2.2-2（1/3） 水質調査結果（原市沼川上流（上平橋）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分析項目 単位

天候（前日・当日） － 曇・晴 曇・晴 晴・晴 晴・晴 － －

気温 ℃ 22.0 33.0 27.0 1.0 20.8 －

水温 ℃ 19.8 25.0 23.0 3.0 17.7 －

採取位置 － 流心 流心 流心 流心 － －

採取水深 － 表層 表層 表層 表層 － －

全水深 ｍ 0.27 0.26 0.19 0.18 0.23 －

透視度 度(cm) >50.0 >50.0 >50.0 >50.0 >50.0 －

色相 － 淡灰黒色 淡灰黄色 淡灰黄色 淡灰黄色 － －

臭気 － 微下水臭 無臭 微下水臭 微下水臭 － －

流量 ㎥/sec 0.05 0.04 0.02 0.01 0.03 －

水素イオン濃度 － 6.7 6.6 6.8 7.0 6.8 6.5以上8.5以下

溶存酸素量 mg/L 7.9 6.3 12.2 8.3 8.7 5以上

生物化学的酸素要求量 mg/L 1.3 1.9 1.8 1.7 1.7 5以下

浮遊物質量 mg/L 5 5 2 1 3 50以下

ｎ‐ヘキサン抽出物質 mg/L － － ND － ND －

全窒素 mg/L 3.9 － 5.1 － 4.5 －

全燐 mg/L 0.11 － 0.14 － 0.13 －

全亜鉛 mg/L 0.017 － 0.019 － 0.018 0.03以下*1

カドミウム mg/L <0.0003 － <0.0003 － <0.0003 0.003以下

全シアン mg/L ND － ND － ND 検出されないこと

鉛 mg/L <0.001 － <0.001 － <0.001 0.01以下

六価クロム mg/L <0.005 － <0.005 － <0.005 0.02以下

砒素 mg/L <0.001 － <0.001 － <0.001 0.01以下

総水銀 mg/L <0.0005 － <0.0005 － <0.0005 0.0005以下

硝酸性窒素※１ mg/L 3.2 － 4.3 － 3.8 －

亜硝酸性窒素※１ mg/L 0.051 － 0.047 － 0.049 －

ふっ素 mg/L － － 0.04 － 0.04 0.8以下

フェノール類 mg/L － － <0.005 － <0.005 －

銅 mg/L － － <0.01 － <0.01 －

溶解性鉄 mg/L － － <0.1 － <0.1 －

溶解性マンガン mg/L － － <0.05 － <0.05 －

クロム mg/L － － <0.01 － <0.01 －

アンモニア性窒素 mg/L 0.3 － 0.4 － 0.4 －

ケルダール窒素 mg/L 0.70 － 0.77 － 0.74 －

リン酸性リン mg/L 0.07 － 0.12 － 0.10 －

導電率 mｓ/m 19 19 21 28 22 －

陰イオン界面活性剤 mg/L <0.01 － 0.05 － 0.03 －

出典：2022（令和4）年度　上尾市環境年次報告書（令和５年11 月　上尾市環境経済部環境政策課）

採取年月日時刻

注：※1 参考として、綾瀬川に適用される基準を示した。

平均
環境基準

Ｃ類型（生物Ｂ）*1

R4.6.10
11:30

R4.7.27
9:55

R4.10.4
9:55

R5.1.25
8:50
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表 3.2.2-2（2/3） 原市沼川下流（境橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分析項目 単位

天候（前日・当日） － 曇・晴 曇・晴 晴・晴 晴・晴 － －

気温 ℃ 21.0 35.0 31.0 3.0 22.5 －

水温 ℃ 21.7 27.5 22.5 2.0 18.4 －

採取位置 － 流心 流心 流心 流心 － －

採取水深 － 表層 表層 表層 表層 － －

全水深 ｍ 0.53 0.55 0.20 0.11 0.35 －

透視度 度(cm) >50.0 >50.0 >50.0 >50.0 >50.0 －

色相 － 淡灰緑色 淡灰黄色 淡灰黄色 淡灰黄色 － －

臭気 － 微下水臭 微川藻臭 無臭 微下水臭 － －

流量 ㎥/sec 0.16 0.08 0.18 0.05 0.12 －

水素イオン濃度 － 7.2 7.2 7.2 7.3 7.2 6.5以上8.5以下

溶存酸素量 mg/L 4.1 3.4 5.7 8.7 5.5 5以上

生物化学的酸素要求量 mg/L 2.1 0.8 2.3 3.5 2.2 5以下

浮遊物質量 mg/L 8 3 14 7 8 50以下

ｎ‐ヘキサン抽出物質 mg/L － － ND － ND －

全窒素 mg/L 3.4 － 3.3 － 3.4 －

全燐 mg/L 0.14 － 0.15 － 0.15 －

全亜鉛 mg/L 0.022 － 0.016 － 0.019 0.03以下*1

カドミウム mg/L <0.0003 － <0.0003 － <0.0003 0.003以下

全シアン mg/L ND － ND － ND 検出されないこと

鉛 mg/L 0.001 － 0.001 － 0.001 0.01以下

六価クロム mg/L <0.005 － <0.005 － <0.005 0.02以下

砒素 mg/L <0.001 － <0.001 － <0.001 0.01以下

総水銀 mg/L <0.0005 － <0.0005 － <0.0005 0.0005以下

硝酸性窒素 mg/L 2.5 － 2.5 － 2.5 －

亜硝酸性窒素 mg/L 0.12 － 0.096 － 0.11 －

ふっ素 mg/L － － 0.05 － 0.05 0.8以下

フェノール類 mg/L － － <0.005 － <0.005 －

銅 mg/L － － <0.01 － <0.01 －

溶解性鉄 mg/L － － 0.1 － 0.1 －

溶解性マンガン mg/L － － 0.09 － 0.09 －

クロム mg/L － － <0.01 － <0.01 －

アンモニア性窒素 mg/L 0.4 － 0.2 － 0.3 －

ケルダール窒素 mg/L 0.82 － 0.61 － 0.72 －

リン酸性リン mg/L 0.11 － 0.11 － 0.11 －

導電率 mｓ/m 27 23 27 32 27 －

陰イオン界面活性剤 mg/L <0.01 － 0.01 － 0.01 －

出典：2022（令和4）年度　上尾市環境年次報告書（令和５年11 月　上尾市環境経済部環境政策課）

採取年月日時刻

注：※1 参考として、綾瀬川に適用される基準を示した。

平均
環境基準

Ｃ類型（生物Ｂ）*1

R4.6.10
14:40

R4.7.27
11:20

R4.10.4
11:50

R5.1.25
10:15
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表 3.2.2-2（3/3） 綾瀬川（立合橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分析項目 単位

天候（前日・当日） － 曇・晴 曇・晴 晴・晴 晴・晴 － －

気温 ℃ 21.0 34.0 30.0 3.0 22.0 －

水温 ℃ 20.6 27.0 23.5 1.5 18.2 －

採取位置 － 流心 流心 流心 流心 － －

採取水深 － 表層 表層 表層 表層 － －

全水深 ｍ 1.00 0.90 0.61 0.36 0.72 －

透視度 度(cm) 35.0 >50.0 >50.0 >50.0 46.3 －

色相 － 中黄緑色 淡灰黄色 淡灰黄色 淡灰黄色 － －

臭気 － 無臭 微下水臭 無臭 微下水臭 － －

流量 m3/sec 2.0 1.6 0.50 0.14 1.1 －

水素イオン濃度 － 7.2 7.2 7.4 7.5 7.3 6.5以上8.5以下

溶存酸素量 mg/L 8.2 6.1 7.7 9.8 8.0 5以上

生物化学的酸素要求量 mg/L 1.8 1.6 2.3 4.0 2.4 5以下

浮遊物質量 mg/L 17 7 10 7 10 50以下

ｎ‐ヘキサン抽出物質 mg/L － － ND － ND －

全窒素 mg/L 2.0 － 3.7 － 2.9 －

全燐 mg/L 0.14 － 0.17 － 0.16 －

全亜鉛 mg/L 0.006 － 0.014 － 0.010 0.03以下

カドミウム mg/L <0.0003 － <0.0003 － <0.0003 0.003以下

全シアン mg/L ND － ND － ND 検出されないこと

鉛 mg/L <0.001 － <0.001 － <0.001 0.01以下

六価クロム mg/L <0.005 － <0.005 － <0.005 0.02以下

砒素 mg/L 0.001 － <0.001 － 0.001 0.01以下

総水銀 mg/L <0.0005 － <0.0005 － <0.0005 0.0005以下

硝酸性窒素※１ mg/L 1.4 － 3.0 － 2.2 －

亜硝酸性窒素※１ mg/L 0.051 － 0.10 － 0.076 －

ふっ素 mg/L － － 0.06 － 0.06 0.8以下

フェノール類 mg/L － － <0.005 － <0.005 －

銅 mg/L － － <0.01 － <0.01 －

溶解性鉄 mg/L － － 0.1 － 0.1 －

溶解性マンガン mg/L － － 0.08 － 0.08 －

クロム mg/L － － <0.01 － <0.01 －

アンモニア性窒素 mg/L 0.1 － 0.1 － 0.1 －

ケルダール窒素 mg/L 0.58 － 0.67 － 0.63 －

リン酸性リン mg/L 0.10 － 0.13 － 0.12 －

導電率 mｓ/m 18 20 33 42 28 －

陰イオン界面活性剤 mg/L <0.01 － 0.01 － 0.01 －
出典：2022（令和4）年度　上尾市環境年次報告書（令和５年11 月　上尾市環境経済部環境政策課）

採取年月日時刻 R4.6.10
15:20

R4.7.27
12:00

R4.10.4
12:40

R5.1.25
11:00

平均
環境基準

類型Ｃ（生物Ｂ）
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表 3.2.2-3 水質調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 公害苦情の状況 

公害種類別苦情件数のうち、水質に係る苦情の件数は、表 3.2.2-4 に示すとおりであり、上尾

市では令和 2 年度に多くなっているが、伊奈町は同程度で推移している。 

 

表 3.2.2-4 苦情の件数（水質） 

区分 H29 H30 R1 R2 R3 

上尾市 5 1 3 8 3 

伊奈町 2 2 2 1 － 

注：上尾市は年度（4 月～翌年 3 月）での集計結果を示し、伊奈町
は年（1 月～12 月）での 集計結果を示している。 

出典：統計あげお 令和 4年版（上尾市 HP） 

統計いな（伊奈町 HP） 

 

  

No.1
境橋

No.2
大針橋

No.3
綾瀬橋

No.4
 別所橋

No.5
綾瀬川・原市沼

川合流地点

 No.6
原市沼川

境橋

No.7
埼玉トヨペット

先

採水年月日 － － R4.7.21 R04.07.21 R04.07.21 R04.07.21 R04.07.21 R04.07.21 R04.07.21

水温 ℃ － 29.5 30.1 29.3 29.8 30.0 30.8 31.0

透視度 度 － 50以上 25.3 35.5 42.3 50以上 50以上 50以上

ｐＨ － 6.5～8.5 7.2 7.3 7.2 7.2 7.2 7.1 7.0

ＤＯ mg/L 5mg/L以上 5.7 7.1 7.3 7.4 5.9 4.1 6.4

ＢＯＤ mg/L 5mg/L以下 1.9 2.1 1.7 1.5 1.6 0.8 2.4

ＳＳ mg/L 50mg/L以下 10 32 24 18 13 2 21

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L － 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

全窒素 mg/L － 2.86 4.39 2.82 2.56 2.98 2.79 4.15

リン酸イオン mg/L － 0.52 0.42 0.37 0.34 0.34 0.22 0.85

電気伝導率 mS/m － 30.0 32.9 22.8 21.8 26.7 29.3 26.5

採水年月日 － － R05.01.20 R05.01.20 R05.01.20 R05.01.20 R05.01.20 R05.01.20 R05.01.20

水温 ℃ － 8.0 8.0 9.0 9.1 8.9 8.6 10.6

透視度 度 － 34.4 36.5 50以上 50以上 50以上 50以上 50以上

ｐＨ － 6.5～8.5 7.7 7.6 7.6 7.5 7.4 7.2 7.3

ＤＯ mg/L 5mg/L以上 12.4 9.6 7.1 7.8 8.0 7.1 9.1

ＢＯＤ mg/L 5mg/L以下 0.9 3.5 4.7 4.6 3.1 2.6 2.6

ＳＳ mg/L 50mg/L以下 11 11 12 12 7 5 2

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L － 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

全窒素 mg/L － 1.50 3.86 4.02 4.29 4.62 4.86 4.52

リン酸イオン mg/L － 0.18 0.57 0.74 0.79 0.74 0.54 2.05

電気伝導率 mS/m － 28.8 62.1 46.0 45.4 40.3 29.9 28.9

注：1.「環境基準（Ｃ類型）」は、綾瀬川の地点に適用されている。

　　2.表中の「No.」は、図3.2.2-1に対応したNo.を示す。

出典：「令和4年度水質検査結果」（伊奈町HP）

夏
季

冬
季

綾瀬川 原市沼川
環境基準

（Ｃ類型）
単位区分
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3) 水底の底質の状況 

対象事業実施区域周辺において、底質の調査は行われていない。 

 

4) 地下水 

埼玉県では、県内の地下水の概況を把握するための調査を実施しており、この調査において地

下水汚染が判明した地域での汚染井戸周辺地区調査や過去に汚染が確認された地域において地下

水汚染の動態を監視するための継続監視調査を実施している。 

対象事業実施区域周辺では、令和 4 年度の調査において、概況調査の対象となった地点では基

準値未満であったが、継続監視調査の対象となっている地点では、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

の濃度が上尾市平塚で 24mg/L、上尾市本町で 15mg/L、伊奈町大針で 26mg/L と環境基準(10mg/L）

を超過している。 
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2.3 土壌及び地盤の状況 

1) 土壌 

(1) 土壌の状況 

対象事業実施区域周辺の表層土壌の分布状況は、図 3.2.3-1 に示すとおりである。 

対象事業実施区域周辺の土壌は多湿黒ボク土壌（西大久保統）、黒ボク土壌（胄山統）が広く分

布しており、一部に黒ボク土壌（桶川統）が分布している。 

 

(2) 土壌汚染の状況 

上尾市には土壌汚染対策法（平成 14 年 5 月、法律第 53 号）に基づく要措置区域及び形質変更

時要届出区域の指定区域があるが、対象事業実施区域周辺に指定区域はない。 

 

(3) 公害苦情の状況 

公害種類別苦情件数のうち、土壌に係る苦情の件数は、表 3.2.3-1 に示すとおりであり、上尾

市、伊奈町ともに土壌に関する苦情はほとんどなかった。 

 

表 3.2.3-1 苦情の件数（土壌） 

区分 H29 H30 R1 R2 R3 

上尾市 － － － － 2 

伊奈町 － 1 － 1 － 

注：上尾市は年度（4 月～翌年 3 月）での集計結果を示し、伊奈町
は年（1 月～12 月）での集計結果を示している。 

出典：統計あげお 令和 4年版（上尾市 HP） 

統計いな（伊奈町 HP） 

 

2) 地盤沈下の状況 

対象事業実施区域周辺の地盤沈下の状況については、「埼玉県地盤沈下調査報告書（令和 4年観

測成果）」（令和 5 年 12 月 埼玉県）によると、上尾市で 9 地点、伊奈町 1 地点で変動の観測が行

われており、上尾市では 1 地点で上昇が、8 地点で沈下が確認されており、平均沈下量は-1.5 ㎜

となっている。伊奈町では 1 地点で沈下が確認されており、平均沈下量は-0.6 ㎜となっている。 

 

表 3.2.3-2 地盤沈下の状況 

市町名 
水準 

地点数 

有効水準の内訳 有効水準点の変動量 

上昇 不動 沈下 最大(mm) 平均(mm)

上尾市 9 1 0 8 -3.8 -1.5

伊奈町 1 0 0 1 -0.6 -0.6

出典：埼玉県地盤沈下調査報告書（令和 4 年観測成果）」（令和 5年 12 月 埼玉県） 
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